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要約 

このホワイト ペーパーでは、Dell PowerStore プラットフォームのレプリケーション テ

クノロジーについて説明します。また、データのレプリケーションに利用可能なネイティ

ブおよび非ネイティブのオプション、レプリケーションの管理とそのメリットについて説明

しています。 
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概要 

 

Dell PowerStoreは、データを保護するとともに、組織がデータの可用性と保護の両方のビジネス目標

を達成できるようにするためのネイティブおよび非ネイティブ ソリューションを提供します。PowerStoreネイ

ティブ レプリケーション ソリューションにより、他のシステムにデータをレプリケートできます。他のシステムが

同じサイトにあるか、リモート施設にあるかは問いません。データのリモート コピーがあると、メイン システム

の停止からデータを保護できます。また、PowerStoreのデータ保護機能は、選択したレプリケーション方

法に応じて、データ ロスを最小限に抑えて、ターゲット システムでの迅速なリカバリーも可能にします。 

このホワイト ペーパーでは、PowerStoreに関する次のレプリケーション テクノロジーについて説明します。 

• ブロックおよびファイルのネイティブ非同期レプリケーション 

• vVolベース VMのネイティブ非同期レプリケーション 

• Dell RecoverPoint for Virtual Machines 

ネイティブ同期レプリケーションは、Metroボリュームで使用できます。この機能の詳細については、ホワイ

ト ペーパー『Dell PowerStore：Metroボリューム』を参照してください。非同期レプリケーションと

Metroボリュームは、PowerStore Manager、PowerStore CLI、または REST APIで構成および管

理できます。PowerStore Managerは、直感的な HTML5ベースのインターフェイスです。レプリケー

ション設定を構成および管理するために使用でき、構成を可視化します。 

Dell RecoverPoint for Virtual Machinesは、PowerStoreの VMレプリケーション用の代替ソリュー

ションを提供する仮想アプライアンスです。RecoverPointは、Dell Unisphere Manager for 

RecoverPointの直感的なインターフェイスを使用して VM保護用に構成されています。

RecoverPoint for Virtual Machinesは、あらゆるストレージに対応しているため、任意の時点の VM

データをリカバリーし、他の多くのストレージ システムにデータをレプリケートできます。 

Dell metro ノードは、ブロック ストレージに継続的なアプリケーション データの可用性と透過的なデータ

移動性をもたらします。Metro ノードは、ホスト間のデータ パスに配置され、柔軟なストレージ アーキテク

チャを作成します。 

 

このホワイト ペーパーは、PowerStoreネイティブ レプリケーションまたは RecoverPoint for Virtual 

Machines for PowerStore を使用することを検討しているデル・テクノロジーズのお客様、パートナー、

および社員を対象としています。このドキュメントは、PowerStoreシステムと管理ソフトウェアに読者が精

通していることを前提としています。 

 

日付 説明 

（2020年 4月） イニシャル リリース：PowerStoreOS 1.0 

2020年 5月 マイナー アップデート 

2020年 8月 マイナー アップデート 

2021年 1月 メトロ ノードの更新 

2021年 4月 フェールオーバー テストを含むPowerStoreOS 2.0の更新 

概要 

対象読者 

改訂履歴 
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日付 説明 

2021年 11月 テンプレートの更新 

2022年 7月 PowerStoreOS 3.0 

2022年 10月 PowerStoreOS 3.2 

 

デル・テクノロジーズおよび本ドキュメントの作成者は、本ドキュメントへのご意見をお待ちしております。 

デル・テクノロジーズ チームに E メールでお送りください。 

著者：Robert Weilhammer、Ethan Stokes 

メモ：このトピックに関する他のドキュメントへのリンクについては、PowerStore情報ハブを参照してください。 

はじめに 

 

データは、組織にとって最も価値ある資産の 1つです。組織のユーザーと顧客は、さまざまなアプリケー

ションを使用した直接的および間接的な方法で、絶えずデータにアクセスするため、データは日々の業務

に欠かすことのできない要素となっています。システム停止はいつでも発生する可能性があり、発生範囲

は 1システムのみの場合も、データセンター全体やサイト全体に及ぶ場合もあります。定期メンテナンス

などの計画的な停止であるか、停電などの計画外のイベントであるかにかかわらず、重要なデータが常に

使用可能であることが最優先事項です。 

重要なデータのビジネス継続性プランを策定しておくと、大きな代償を伴うシステム停止を防ぐことが可能

となります。さまざまなシナリオからデータを保護するには、データ レプリケーション ソリューションを含むデー

タ保護戦略を計画し、実行する必要があります。 

非同期レプリケーションは、リモート システムへのデータのコピーを作成することにより、ストレージ システム

の停止からデータを保護できます。レプリケーションは、同じサイト内または別々の場所にあるリモート シス

テムに、データを同期するソフトウェア機能です。データをレプリケーションしておけば、データに冗長性を持

たせ、メインの本番サイトでストレージ システムに障害が発生した場合にも対応できます。リモートのディ

ザスター リカバリー（DR）サイトを設置することで、システムおよびサイト全体の停止からデータを保護で

きます。これにより、本番稼働を再開して、災害によるダウンタイムを最小限に抑えることのできるリモート 

ロケーションも提供されます。PowerStoreプラットフォームは、さまざまな環境でのディザスター リカバリー 

ニーズを満たすことのできる多くのデータ保護ソリューションを提供します。 

非同期レプリケーションは、長距離にわたってデータをレプリケートするために主に使用されますが、同じ場

所にあるシステムへのレプリケートにも使用できます。PowerStoreの非同期レプリケーションは、ホスト

I/Oのレイテンシーへの影響を最小限に抑えるように設計されています。ホスト書き込みの受信確認は、

書き込みがローカル ストレージ リソースに保存されると行われ、変更追跡のための追加の書き込みは必

要となりません。書き込み処理がただちにターゲット リソースにレプリケートされることがないため、ソース上

のすべての書き込みがトラッキングされます。このデータは、次回の同期中にレプリケートされます。保護ポ

リシーでは、非同期レプリケーションは目標リカバリー ポイント（RPO）の概念を使用します。RPOは、

停止が原因で失われる可能性のある許容可能なデータ量を表し、時間単位で測定されます。この時

間のデルタは、次の同期中にレプリケートする必要があるデータの量に影響します。また、災害シナリオで

発生する可能性のあるデータ ロスの量も反映しています。 

フィードバックを 

歓迎いたします 

ビジネス継続性 

計画 

mailto:tech.doc.feedback@dell.com
mailto:tech.doc.feedback@dell.com
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15
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PowerStoreの非同期レプリケーション機能は、PowerStore Manager、PowerStore CLI、または

REST APIを使用して構成できます。RecoverPoint for Virtual Machinesは、PowerStoreの VM

レプリケーションをサポートし、Unisphere Manager for RecoverPointのユーザー インターフェイスを使

用して構成されます。 

 

PowerStoreは、運用のシンプルさと俊敏性を新たなレベルに引き上げ、コンテナベースのマイクロサービ

ス アーキテクチャ、高度なストレージ テクノロジー、統合型の機械学習を利用して、データのパワーを解

き放ちます。PowerStoreは、パフォーマンス重視の設計を特徴とする汎用性の高いプラットフォームで、

多次元の拡張性、常時データ削減、次世代メディアのサポートを提供します。 

PowerStoreは、パブリック クラウドのシンプルさをオンプレミス インフラストラクチャにもたらし、統合型の

機械学習エンジンとシームレスなオートメーションによって運用を合理化します。また、環境の監視、分

析、トラブルシューティングを容易にするための予測分析機能も用意されています。PowerStoreは適応

性が高く、アプライアンス上で特殊なワークロードを直接ホストし、中断なしでインフラストラクチャをモダナ

イズできる柔軟性をもたらします。また、柔軟な支払いソリューションとデータ イン プレース アップグレードに

よって投資保護も実現します。 

 

次の表に、本書で使用されているいくつかの用語の定義を示します。 

表1. 用語  

用語 定義 

ALUA Asynchronous Logical Unit Access（非同期論理ユニット アクセ

ス）の頭字語です。PowerStoreは、暗黙的な ALUAを使用して、

PowerStoreがホストのストレージ リソースへの推奨アクティブ最適化パ

スを提供できるようにします。 

非同期レプリケーション 長距離のデータ レプリケーション、ターゲット サイトでのレプリカ維持を行

えるレプリケーション方式。ターゲット イメージへの更新は手動で行うか、

カスタマイズ可能な RPOに基づいて自動実行できます。 

帯域幅 指定期間中に転送できるデータの量（MB/秒単位で表示）。 

共通ベース レプリケーションのソースとターゲット ストレージ リソースで作成されたスナッ

プショットのペア。両方で同一のポイント イン タイム イメージを持つことに

なります。 

ターゲット ストレージ リソース レプリケーション セッションでディザスター リカバリーに使用されるストレージ 

リソース。ターゲット イメージとも呼ばれます。 

PowerStoreの 

概要 

用語 
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用語 定義 

内部スナップショット（レプリケーショ

ン スナップショット） 

システムは統合スナップショットを作成し、非同期レプリケーション セッショ

ンの一部となります。これらのスナップショットは、PowerStore CLIまたは

PowerStore REST APIでのみ表示され、手動で変更することはでき

ません。各非同期レプリケーション セッションでは、ソースとターゲット スト

レージ リソース上で作成された最大 2つの内部スナップショットを使用し

ます。各セッションは、ターゲット ストレージ システムで 1つの読み取り/書

き込みスナップショットも使用します。ソースおよびターゲット ストレージ リ

ソースの最後に成功した内部読み取り専用（RO）スナップショットであ

り、共通ベースとして使用されます。 

PowerStore Manager PowerStore上で、ストレージ リソースの作成、格納されているデータの

保護の構成とスケジュールを行う Webベースの管理インターフェイス。

PowerStore Managerは、PowerStoreのネイティブ レプリケーションの

すべての管理に使用できます。 

PowerStore CLI PowerStoreシステムを管理するためにオペレーティング システムにインス

トールできるツール。 

RecoverPoint for Virtual 
Machines 

VMware環境の仮想マシン(VM)を VM単位で保護し、任意のポイント

インタイム リカバリー用のローカルまたはリモート レプリケーションを提供しま

す。この機能は VMware vCenter と統合されており、統合型のオーケス

トレーションおよびオートメーション機能を備えています。 

RPO（目標復旧時点） 障害が原因で失われる可能性のある許容可能なデータ量を表し、時間

単位で測定されます。たとえば、ストレージ リソースの RPOが 1時間の

場合、レプリケーション セッションがターゲット ストレージ リソースにフェール

オーバーすると、過去 1時間以内にストレージ リソースに書き込まれた

データが損失する可能性があります。 

目標復旧時間（RTO） 災害後、業務プロセスを回復する必要のある期間。たとえば、RTOが 1

時間の場合は、災害発生後 1時間以内にデータ アクセスをリストアする

必要があります。 

リモート システム 2つの PowerStoreシステム間で構成される関係。 

レプリケーション セッション あるリソースから別のリソースにデータを自動的に同期するために、別々のシ

ステム上にある同タイプの 2つのストレージ リソース間で構築された関係。 

スナップショット ストレージ リソースのポイント イン タイム ビュー。統合スナップショットとも

呼ばれます。スナップショットを作成すると、ソース ストレージ リソースの正

確なコピーが作成され、そのすべてのデータ ブロックが共有されます。ソー

スでデータが変更されると、それに応じて新しいブロックが割り当てられ、

書き込まれます。統合スナップショット テクノロジーを使用すると、ブロック

またはファイル ストレージ リソースのスナップショットを作成できます。 
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用語 定義 

ストレージ リソース ユーザーがプロビジョニングできるトップ レベルのオブジェクト。特定の容量

のストレージが関連づけられます。ホスト アクセスとデータ保護アクティビ

ティはすべてこのレベルで実行されます。このドキュメントでは、ストレージ 

リソースとは、ボリューム、ボリューム グループ、シン クローンなどのレプリ

ケーションをサポートするリソースを指します。 

シン クローン 親リソースとブロックを共有するボリューム、ボリューム グループ、ファイル シ

ステム、NASサーバー、スナップショットの読み取り/書き込みコピー。 

Unisphere Manager for 
RecoverPoint 

RecoverPointレプリケーションを管理するための Webベースのインター

フェイス。RecoverPointを使用するよう構成された、複数のストレージ 

システムのストレージ リソースをレプリケートするための、一元的な管理ポ

イントとして機能します。コンシステンシー グループの作成、レプリケーショ

ン、リカバリは、このインターフェイスから実行します。 

ユーザー スナップショット ユーザーが手動で作成したスナップショット、またはスナップショット ルール

が関連づけられた保護ポリシーによって作成されたスナップショット。このス

ナップショットのタイプは、非同期レプリケーションでシステムによって自動的

に取得される内部スナップショットとは異なります。 

ボリューム ユーザーがプロビジョニングするブロック ベースのストレージ リソース。SCSI

論理ユニットを表します。 

ボリューム グループ ストレージ システム内の 1つまたは複数のボリュームを含むストレージ イ

ンスタンス。ボリューム グループは、書き込み順序に整合性をもたせて構

成でき、特定のホストに割り当てられるストレージを整理するのに役立ち

ます。 

 

 

レプリケーションのアプローチは多数ありますが、ストレージ業界では、非同期と同期という 2つの方法が

広く知られています。PowerStoreは、ブロックおよびファイル ボリュームの非同期レプリケーションと、

Metroボリューム（ブロック）による同期レプリケーションをサポートしています。 

同期レプリケーション 

同期レプリケーションは、通常の操作におけるレプリケーション ソース ボリュームとターゲット ボリューム間の

データ整合性（データ ロス ゼロ）を保証します。これは、書き込み成功の確認応答がホストと要求元

のアプリケーションに送信される前に、レプリケーションのソースとターゲットで書き込み I/Oのコミットメントを

確保しておくことによって実現します。同期レプリケーションは、データの整合性と高可用性の組み合わせ

をもたらし、均一にストレージを提示します。 

メモ：PowerStoreは、対称アクティブ/アクティブMetroボリューム アーキテクチャを使用します。つまり、どちらのボ

リュームも同期レプリケーションのソースとなり、どちらのボリュームも同期レプリケーションのターゲットとなる可能性が

あります。同期レプリケーションは、Metroボリュームをサポートするクラスター間で双方向に実行されます。 

レプリケーション方法 
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同期レプリケーションでは、ソース ボリュームまたはターゲット ボリューム、あるいはその間のレプリケーション 

リンクに影響を与えるレイテンシーの原因は、アプリケーションのレイテンシー（低速）と可用性に悪影響

を及ぼします。このことは、同期レプリケーション上に構築された Metroボリュームにも当てはまります。こ

のため、適切なパフォーマンス サイジングは、レプリケーション帯域幅、ストレージが依存しているその他の

アップストリーム インフラストラクチャとともに、ソース ストレージとターゲット ストレージにとって非常に重要

です。 

次の図は、同期レプリケーションの書き込み I/Oシーケンスを示しています。 

1. アプリケーションまたはサーバーが、ソース ボリュームに書き込み要求を送信します。 

2. 書き込み I/Oがターゲット ボリュームにミラーリングされます。 

3. ミラーリングされた書き込み I/Oが、ターゲット ボリュームにコミットされます。 

4. ターゲット ボリュームでの書き込みコミットについて、確認応答がソース ボリュームに送信されます。 

5. 書き込み I/Oがソース ボリュームにコミットされます。 

6. 書き込みの確認応答がアプリケーションまたはサーバーに送信されます。 

このプロセスは、アプリケーションまたはサーバーによって要求された書き込み I/Oごとに繰り返されます。 

 

図1. ブロック ストレージ同期レプリケーション書き込み I/Oシーケンス 

メモ：PowerStoreは、PowerStore OS 3.0で導入されたMetroボリューム機能の一部として、同期レプリ

ケーションをサポートしています。詳細については、ホワイト ペーパー『Dell PowerStore Metroボリューム』を参照

してください。 

非同期レプリケーション 

非同期レプリケーションは、データがソース ストレージからターゲット ストレージに単方向にレプリケートされ

るという点で、同様のデータ保護目標を達成します。ただし、データがレプリケートされる方法と頻度は、

同期レプリケーションとは異なります。非同期レプリケーションでは、レプリケーション ソースとターゲットの両

方で書き込みを同時にコミットする代わりに、書き込みはソースでのみコミットされ、ホストとアプリケーショ

ンに確認応答が即座に送信されます。ソース ボリュームで累積されたコミット済みの書き込みは、スケ

ジュール設定された間隔で 1つのバッチでターゲット ボリュームにレプリケートされ、ターゲット ボリュームに

コミットされます。 
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PowerStoreボリューム スナップショット ルールとレプリケーション ルールを組み合わせて、ボリュームの非

同期レプリケーション間隔と RPOを決定する保護ポリシー（ボリュー単位または NASサーバー単位で

適用）を形成します。ボリュームは、独自の独立したレプリケーション スケジュールに従うことも、同じ保

護ポリシーを使用する他のボリュームとレプリケーション スケジュールを共有することもできます。非同期レ

プリケートされたトランザクションは、レプリカのターゲット ボリュームでの書き込みコミットを待機する必要が

ありません。そのため、レプリケーション リンクやターゲット ストレージがソース ボリュームでのアプリケーション

またはトランザクションのレイテンシーに寄与することはありません。 

次の図は、非同期レプリケーションの書き込み I/Oパターン シーケンスを示しています。 

1. アプリケーションまたはサーバーが、ソース ボリュームに書き込み要求を送信します。 

2. 書き込み I/Oがソース ボリュームにコミットされます。 

3. 書き込みの確認応答がアプリケーションまたはサーバーに送信されます。 

ステップ 1～3は、アプリケーションまたはサーバーによって要求された書き込み I/Oごとに繰り返されます。 

4. ソース ボリュームにすでにコミットされている書き込み I/Oのバッチが、ターゲット ボリュームに定期

的に転送されます。 

5. 書き込み I/Oがターゲット ボリュームにコミットされます。 

6. バッチの確認応答がソースに送信されます。 

 

図2. ブロック ストレージ非同期レプリケーション書き込み I/Oシーケンス 

リモート システム構成 

 

このセクションでは、PowerStoreOSでサポートされているすべてのネイティブ レプリケーション テクノロ

ジーに必要なリモート システム構成について説明します。リモート システム構成は、2つの構成済み

PowerStore クラスター間のレプリケーション関係を指定し、管理およびデータ接続に関連するネットワー

ク情報を含んでいます。リモート システムをセットアップした後、両方の参加 PowerStore クラスターでリ

モート システム構成を使用することで、使用可能な機能を任意の方向にレプリケートできます。各機能

は、PowerStoreOSで使用可能なレプリケーションを表し、「ブロック」、「vVol」、「Metro」、「ファイル」と

して識別できます。PowerStoreOSは、最大 16個の異なるリモート システム ペアをサポートします。 

  

はじめに 
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PowerStoreの組み込みレプリケーションには、物理コンポーネントとソフトウェア コンポーネントがいくつか

あります。これらの各コンポーネントについては、サポートされているレプリケーションのタイプに関する以下の

セクションで説明します。リモート システム構成を準備するには、次の手順を実行します。 

1. レプリケーション用にタグ付けされたストレージ ネットワークが両方の PowerStore クラスターで構

成されていることを確認します。両方のシステムを同じネットワークに配置することも、双方向ルー

ティングを使用する異なるネットワークに配置することもできます。WAN接続を介したルーティング

環境では、計画されたユースケースのレイテンシー要件を考慮します。 

2. 管理トラフィックの場合は、管理インターフェイス上の参加 PowerStore クラスター間にネットワー

ク接続が必要です。管理接続は、PowerStoreによって開始されたレプリケーションを参加システ

ム間でオーケストレーションする際に重要となります。データ接続と同様に、同じネットワーク内に

確立することも、ルーティングされた接続を使用することもできます。 

3. ファイル レプリケーションの場合は、追加のファイル移動ネットワークを構成します。ファイル移動

ネットワークは、既存の管理ネットワーク VLAN、ゲートウェイ、マスクを活用する PowerStore ク

ラスターあたり 3つの追加 IPアドレスで構成されます。これらのインターフェイスは 1 GbE管理

ポートにマッピングされ、物理ポートを既存の管理インターフェイスと共有します。ファイル レプリケー

ションをサポートする PowerStore クラスターごとに、ファイル移動ネットワークが構成されている必

要があります。PowerStoreOS 3.0では、ファイル レプリケーション セッションの実行中に、ファイル

移動ネットワークに変更を加えることはできません。PowerStoreOS 3.2以降では、ファイル レプ

リケーションを実行しながら、ファイル移動ネットワークを削除して再作成できます。 

以降のサブセクションでは、さまざまな機能と要件の詳細について、さらには、これらのコンポーネントの相

互作用について説明します。PowerStore Manager を使用して、これらのコンポーネントを構成および

管理します。 

レプリケーションのポート構成 

ポートは、リモート レプリケーション用にデータをターゲット システムに転送するために使用されます。デフォ

ルトでは、PowerStore Tモデルではレプリケーション トラフィック用の 4ポート カード（ポート 0 +ポート

1）上の bond0ポート グループにタグが付けられ、PowerStore Xモデル アプライアンスではグループ

PG_Storage_TGT1のポート vFEPort1にタグが付けられます。この構成では、システムは、ストレージ 

リソースとレプリケーション データ トラフィックへのホスト アクセスに同じストレージ ネットワークを使用しま

す。リモート レプリケーション用のタグ付きポートは、PowerStore Managerで変更でき、PowerStore

アプライアンスの両方のノードで同じです。PowerStore Managerのレプリケーション ポートのタグ付け

は、ネットワーク インフラストラクチャの VLAN タグ付けとは関係ありません。システムで使用可能な

Ethernetポートを介してレプリケーションが実行されます。 

PowerStoreでは、表 2にリストされているポートをレプリケーションに使用できます。25GbE光 4ポート 

カードまたは IOモジュールを使用する場合、10Gbまたは 25Gbの両方の SFPをレプリケーションに利

用できます。 

表2. レプリケーション用にサポートされているポート 

モデル 

4ポート カード： 

10 GbE BaseT または 10/25 

GbE光メディア 

I/O モジュール 0および 1： 

10 GbE BaseT、10/25 GbE

光メディア、または 100GbE 

PowerStore T モデル Yes Yes 

PowerStore X モデル Yes No 

概要と前提条件 
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次のセクション Error! Reference source not found.の図は、PowerStore Tモデル間（図 3）、

および PowerStore Tモデルと PowerStore Xモデル間（図 4）のレプリケーションの最小ケーブル接続

の例を示しています。リンク アグリゲーション ポート（4ポート カード ポート 0およびポート 1）は、統合環

境内の物理ポート間でレプリケーション トラフィックの高可用性、最大スループット、ロード バランシングを実

現します。タイプと速度が同じポートでのみレプリケーション インターフェイスをタグ付けするようお勧めしま

す。レプリケーション接続が正常に確立されるためには、ソース システム上のすべてのレプリケーション ポート

がターゲット システム上のすべてのレプリケーション ポートと通信できなければならず、その逆も同様です。

通信は、ローカル ネットワーク内またはルーティングされたネットワーク上のいずれかで確立できます。 

次に説明するデフォルト構成を使用してレプリケーションを計画する場合は、ブロック ストレージ ホスト ア

クセス、移行、ファイル（PowerStore Tモデルのみ）、vMotion/VM トラフィック（PowerStore Xモデ

ルのみ）の I/Oなどの他のトラフィックにもポートが使用される可能性があります。これらの機能を使用す

る場合は、専用のインターフェイスを使用してレプリケーションを計画することをお勧めします。追加のポー

トは、ICW（PowerStore Xモデルのみ）で指定された範囲、または PowerStore Managerのネット

ワーク セクションで後で追加された範囲の動的ストレージ IP構成を使用します。 

レプリケーション接続 

図 3は、2つの物理システム間のレプリケーション接続の構成例を示しています。次のいずれの図でも、レプ

リケーション セッションのソースが「本番システム」、ターゲットが「DRシステム」です。これらの各サンプル シス

テムについて、デフォルトのポート構成がレプリケーション ポートとして使用されます。図 3は、システム

bond0を使用した PowerStore Tモデル アプライアンスのペアのケーブル接続を示しています。 

 

図3. 2つの PowerStore T モデル システムを使用したネイティブ レプリケーション 

図 4は、PowerStore Xモデルと PowerStore Tモデルのアプライアンス間のケーブル接続を示していま

す。PowerStore Xモデル アレイでは、ポートはレプリケーション管理とレプリケーション データ トラフィック

に使用されます。 

 

図4. PowerStore Tおよび PowerStore X モデル システムを使用したネイティブ レプリケーション 

レプリケーション ポート 

 

システム管理ポート 

レプリケーション ポート 

システム管理ポート 
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リモート システム 

レプリケーション トラフィックのポートがタグ付けされ、ネットワークに接続されている場合、アレイ間でリモー

ト システム接続を確立できます。初期化が正常に完了すると、ピア システムにリモート システム接続が

自動的に作成され、双方向で使用できるようになります。検証および更新操作は、発行場所のシステ

ムに関するレプリケーション接続情報を更新するために使用されます。このオペレーションは、個々のレプリ

ケーション セッションではなく、レプリケーション接続自体に対して実行されます。検証および更新操作

は、リモート システムへのレプリケーション接続をテストしたり、システムに変更を加えた後にレプリケーション

情報を更新したりする目的で使用できます。システム停止後は、検証および更新を発行して、リモート 

システムへのレプリケーション接続を再確立する必要があります。検証と更新を実行することは、ストレー

ジ ネットワークの IPアドレス プールがネットワーク管理者によって変更された場合の一般的なユースケー

スです。 

PowerStoreのネイティブ レプリケーション機能はすべて、同じリモート システム構成に依存します。 

• 非同期ブロック レプリケーション 

• Metroボリューム  

• 非同期 vVolレプリケーション 

• 非同期ファイル  

 

PowerStore Managerではレプリケーションの作成や管理を簡単かつ直感的に実行できます。レプリ

ケーション ネットワーク ポート、レプリケーション接続、レプリケーション セッションの構成など、すべてのレプリ

ケーション操作は PowerStore Managerの UIを介して実行できます。ウィザードを使用すると、一般

的な IT担当者から上級ユーザーまでがレプリケーションを構成できます。レプリケーションは、

PowerStore Manager CLIや REST APIを使用して構成することもできます。PowerStore 

Manager CLIを使用したレプリケーションの構成と管理の詳細については、『Dell PowerStore 

Manager コマンドライン インターフェイス ガイド』を参照してください。REST APIの詳細については、

SwaggerUI (https://<PowerStore_Cluster_IP>/swaggerui)を使用するか、『Dell PowerStore 

REST APIプログラマー ガイド』を参照してください。 

以降のセクションでは、PowerStore Managerでリモート レプリケーションを構成するために必要な残り

の手順の概要を説明します。以下の各操作は PowerStore Managerの特定のページから実行しま

す。これらのページについても、それぞれ以降のセクションで詳しく説明します。PowerStore Manager を

使用したレプリケーションの構成や管理の方法については、PowerStore Managerのオンライン ヘルプ

を参照してください。 

ストレージ ネットワークの IP とレプリケーション ポート 

2つの PowerStoreアレイ間のレプリケーションを計画する場合は、次の点を考慮してください。 

• レプリケーション用にタグ付けできるインターフェイスまたはシステム ボンドは 1つだけです。シス

テム ボンドインターフェイスが異なるスイッチに接続されていると、1つのスイッチがダウンしてもレ

プリケーションを続行できます。 

• ファイル サービスが構成されている場合は、レプリケーション トラフィックにシステム ボンドを使

用するときに、ファイル サービスのリンク アグリゲーション インターフェイスを構成します。 

• レプリケーション用にタグ付けされたインターフェイスでホスト トラフィックが構成されると、使用可

能な帯域幅が共有されます。この構成はパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。 

リモート システム 

構成 
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• ホスト トラフィックとレプリケーション トラフィックが同じネットワークを使用しているがポートが異

なる場合、レプリケーション用にタグ付けされたポートを使用しないようにホストのマルチパスを

構成してください。 

• 複数の IPネットワークを使用する構成では、IPアドレス範囲がシステムで構成された既存の

IPアドレス範囲と重複しないようにする必要があります。 

• レプリケーション用にタグ付けできるのは、iSCSI目的で構成されたストレージ ネットワークの

みです。 

• レプリケートされたボリュームのワークロードとデータ変更率によっては、非同期レプリケーション

と Metroボリュームの継続的なレプリケーションの RPO目標を着実に達成するために、より

高速なポート速度が必要になる場合があります。 

このセクションでは、PowerStoreOS 1.x以降でサポートされている共有ネットワーク ポートの構成につ

いて説明します。1つのストレージ ネットワークが、ストレージ ネットワークを使用して、ホストの I/Oまたは

インポート、およびレプリケーションに関連するデータに使用されます。PowerStoreOS 2.x以降では、ホ

スト アクセスとレプリケーション データ ネットワークに異なるストレージ ネットワークを使用できます。

PowerStoreOS 3.0以降では、ファイル I/O にシステム ボンドとは異なるポートを使用し、ファイル I/O

用に追加のリンク アグリゲーションを作成することもできます。 

PowerStore上のストレージ ネットワーク構成の各ポートには、独自の IPアドレスが必要です。既存の

ストレージ ネットワークの拡張を計画している場合は、インターフェイスを作成する前に、使用可能なスト

レージ IPアドレスを確認しておいてください。ストレージ ネットワーク IPの設定を確認するには、［設

定］＞［ネットワーキング］＞［ネットワーク IP］をクリックします。複数のノードに分散された新しいス

トレージ ネットワーク ポートをマッピングするために、クラスター構成内のアプライアンスごとに少なくとも 2つ

のストレージ ネットワーク IPが割り当てられていないことを確認します。PowerStore Managerで新し

いレプリケーション ポートをタグ付けするには、［ハードウェア］＞［<アプリケーション名>］＞［ポート］

タブをクリックします。すべての Ethernetポートとシステムボンドがレプリケーション ポートとしてタグ付けでき

るようになり、ポート リストで使用可能になります。 

図 5には PowerStore Manager Portsページが示されています。この図は、システムでセットアップさ

れ、事前に作成したデフォルト ストレージ ネットワークを使用してレプリケーション用にすでにタグ付けされ

ているデフォルトのリンク アグリゲーション ポート（システム ボンド/ボンド 0）も示しています。このページか

らは、ポートをストレージ ネットワークにマッピングし、レプリケーション データ インターフェイスのタグ付けを変

更できます。 

 

図5. ポート概要ページ 
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レプリケーション データ ポートを、システム ボンドまたはポート グループ TGT1の vFE1ポート以外のポー

トに変更するには、新しいポートのセットをストレージ ネットワークにマッピングします。これらのステップは、1

つのノードに対してのみ実行する必要があります。PowerStore Managerは、ピア ノードを並行して構

成します。 

図 6の例では、ストレージ ネットワークをマッピングする方法について説明します。 

1. ポートを選択します。 

2. ［MAP STORAGE NETWORK］をクリックします。1つのポートのみを選択した場合は、ピア 

ノード上の対応するポートが自動的に構成されます。 

3. マッピングするストレージ ネットワークを選択します。 

4. ［マップ ストレージ］を使用して、選択したマッピングを確認します。 

5. 構成を完了するには、次のダイアログを確認します。 

 

図6. ストレージ ネットワークのマッピング 

ポートがストレージ ネットワークにマッピングされたら、［その他のアクション］＞［レプリケーション用に

タグ付け］をクリックします（図 7を参照）。表示されたウィンドウで、［ポートのタグ付け］をクリックし

て構成を終了します。これが設定されている場合、レプリケーション タグを完全に削除することはできませ

んが、別のポートまたは別のストレージ ネットワークに対してレプリケーション タグを再構成することはできま

す。マッピングと同様に、常に、レプリケーション用にタグ付けされているポートのペア（ノード Aのポート 1

つとノード Bの対応するポート）が使用されます。 

 

図7. レプリケーション用のポートのタグ付け 

ホストおよびレプリケーション トラフィック用の個々のネットワーク 

PowerStoreOS 2.0以降では、複数のストレージ ネットワークがサポートされています。この機能によ

り、同じポートまたは異なるポートを使用して、レプリケーション データからホスト データを分離することがで

きます。 
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次の例は、PowerStore Managerですでに構成されたネットワークとして、 デフォルトのストレージ ネッ

トワークとレプリケーション ネットワークを使用しています（ 図 8［Settings］>［Networking］>

［Network IP］>［Storage］）。 

 

図8. 複数のストレージ ネットワーク 

例 1：単一ポート上の 2 つのストレージ ネットワーク 

ホスト データによってストレージ ネットワークの物理リンクが完全に使用されていない場合は、ホスト デー

タおよびレプリケーション データ用の共有ポートをセットアップすると便利な場合があります。トラフィックを分

離するには、スイッチ ポートで VLANを設定する必要があります。この例は、ホストのアクセスに VLAN 

320を使用し、レプリケーション トラフィック用に VLAN 308を使用しています。PowerStore Manager

で構成された VLANは、スイッチ ポートの設定（VLAN タグ付け）と一致する必要があります。前のセ

クションと同様に、PowerStore Managerのポート設定は、［ハードウェア］>［アプリケーション

名］>［ポート］ビューで使用できます。図 9は、マッピングされたストレージ ネットワークのデフォルト ス

トレージ ネットワークを使用して、システム ボンドがホスト I/Oおよびレプリケーション用にタグ付けされて

いる現在の構成を示しています。 

 

図9. 単一ネットワークの構成 

レプリケーションのタグ付けでは、追加のストレージ ネットワークを構成する必要があります。ポート ペアの

2番目のストレージ ネットワークとしてのレプリケーション ネットワークは、事前にネットワーク設定で作成

されています。ポート構成はパートナー ノードと同じであるため、1つのポートを構成用に選択し、［スト

レージ ネットワークのマッピング］ボタンを使用するだけです。表示された選択ウィンドウで、レプリケー

ション ネットワークを選択してネットワークのマッピング（図 10）を続行します。 
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図10. ストレージ ネットワークのマッピング 

［ストレージ ネットワークのマッピング］ダイアログが確認されると、ポート概要列［ストレージにマッピング

済み］の番号が 2に変わり、2つのストレージ ネットワークがマッピングされ、このポートを使用していることが

示されます。ポートの IPアドレス情報は、番号（図 11）の上にカーソルを合わせると使用できます。 

 

図11. 詳細なポート情報 

マッピングされたネットワークは、単一のネットワーク構成と同様にレプリケーション ネットワークとしてタグ付

けできます。図 12に示すように、選択したポートをタグ付けするために使用するネットワークを選択できる

ようになりました。 

 

図12. レプリケーション用のタグ－ネットワークの選択 

両方のノードの構成を実行するためのダイアログが確認されると、レプリケーション用にタグ付きけされた

ネットワークが新しいレプリケーションネットワーク（図 13）に変更されています。 
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図13. レプリケーション用にタグ付けされた専用ネットワークを使用した単一ポート構成 

例 2：分離されたホストとレプリケーションのネットワーク 

メモ：この例では、システム ボンドをレプリケーション ポートとして使用しています。これは、すべてのユースケースに

最適な構成とは限りません。 

いくつかのユース ケースでは、異なる物理ポートとネットワークを使用して、本番ホストトラフィックからレプリ

ケーション データ ネットワークを分離すると便利な場合があります。この構成は例 1のようになっていま

す。ホスト トラフィックに使用されるデフォルトのストレージ ネットワークとは異なるポートにレプリケーショ

ン ネットワークをマッピングしています。図 14 の例では、選択したポートと、マッピング用のストレージ ネッ

トワークを選択するダイアログが表示されます。 

 

図14. 新しいネットワーク ポートへのレプリケーション ネットワークのマッピング 

構成が完了すると、レプリケーションのために新しいストレージ ネットワーク ポートにタグ付けすることができ

ます。この例では 1つのストレージ ネットワークのみが構成されているため、ネットワークを選択するための

追加のダイアログはありません。構成ダイアログが確認されると、ポートにレプリケーション ネットワークの

タグが付けられます。図 15は、この例の構成を示しています。 
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図15. 専用のホストおよびレプリケーションのストレージ ネットワークを使用したポートの構成 

 

リモート システム 

リモート レプリケーションを構成する次のステップでは、別のシステムを使用してリモート システムのペアを

作成します。このステップでは、管理ポートを使用してプライベート レプリケーション接続を構成します。レ

プリケーション接続をセットアップするには、［保護］＞［リモート システム］をクリックしてリモート システ

ムの作成を開始します（図 16を参照）。 

 

図16. リモート システムのレプリケーションのセットアップ 

新しいリモート システムを定義するには、［追加］をクリックします（図 17を参照）。新しい［リモート シス

テムの追加］ウィンドウが表示されたら（図 17を参照）、次の情報を入力する必要があります。 

• 管理クラスターの IPアドレス 

• リモート システムのユーザー名とパスワード  

• ネットワーク レイテンシー設定  

予想されるネットワーク レイテンシーに応じてレプリケーション トラフィックを調整して、効率性の向上を図ること

ができます。リモート システム間のネットワーク レイテンシーが不明な場合は、pingユーティリティーを使用して

レイテンシーを判断します。PowerStoreOS リリース 1.xおよび 2.xの場合、予想されるレイテンシーが 5ミリ

秒未満の場合は［低］を使用し、それ以外の場合は［高］を使用します。PowerStoreOS 3.0以降で

は、図 17に示すように、ネットワーク レイテンシーをより細かく設定できます。 

構成済みユーザーに提供される認証情報はシステムに保存されず、関係のセットアップでのみ使用され

ます。関係が設定された後、PowerStoreは SSL証明書ベースの認証を使用します。必須入力フィー

ルドへの入力が完了したら、［追加］をクリックします。リモート システムのペアの管理接続では SSL暗

号化が使用されるため、リモート SSL証明書を確認する必要があります。構成タスクが完了すると、新

しいリモート システムが両側に表示されます。双方向コピーを使用する場合は、同じリモート システム ペ

アを反対側のシステムからのレプリケーション セッションに使用できます。 
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図17. リモート システムの追加 

リモート システムがセットアップされたら、［その他のアクション］＞［検証と更新］をクリックします。こ

のアクションにより、選択したレプリケーション接続がリモート システムにまだ存在することが確認され、変更

が加えられた場合に接続の詳細が更新されます。図 18は、リモート システムの概要を示しています。

［機能］列は、リモート システム ペアでサポートされているレプリケーションのタイプを示します。［管理/

ファイル状態］列と［データ接続］列は、リンクのステータスを示します。 

 

図18. リモート システムの概要 

レプリケーション データ ネットワーク 

PowerStoreOS リリース 1.xおよび 2.xでは、レプリケーション データ トラフィックに iSCSIプロトコルが使

用されます。PowerStoreOS 3.0以降では、レプリケーション データ トラフィックに TCPベースのプロトコ

ルが使用されます。TCPベースのレプリケーション プロトコルは、高レイテンシーやパケット ロスなど、ネット

ワーク障害のあるシステム間のレプリケーション パフォーマンスを向上させます。以前のリリースと

PowerStoreOS 3.0間のレプリケーションはサポートされており、iSCSIプロトコルに依存しています。各

レイテンシー カテゴリーは、異なるネットワーク ポート番号を使用します。ネットワーク境界をまたがるレプリ

ケーションでは、レプリケーション トラフィックを許可するために、ネットワーク ACLまたはネットワーク ファイ

アウォール ルールを調整する必要が生じる場合があります。表 3は、PowerStoreのさまざまなネット

ワーク レイテンシー設定と、使用されているネットワーク ポートの概要を示しています。 
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 リモート システム間のネットワーク レイテンシー ポート番号 

PowerStoreOS 

1.x、2.x 

低（デフォルト） 5 ミリ秒未満 3260 

高 5 ミリ秒以上 3261 

PowerStoreOS 

3.0以降 
低（デフォルト） 5 ミリ秒未満 13333 

低～中 5 ミリ秒以上 20 ミリ秒未満 13334 

中 20 ミリ秒以上 60 ミリ秒未満 13335 

中-高 60 ミリ秒以上 120 ミリ秒未満 13336 

高 120 ミリ秒以上 13337 

表3. リモート システムのネットワーク レイテンシーの概要 

ファイル移動ネットワーク 

ファイル レプリケーションでは、クラスター間のトラフィックを制御するために、追加のファイル移動ネットワー

ク構成が必要です。ファイル移動ネットワークは、PowerStore クラスター管理ネットワークと同じサブネッ

トに存在し、その範囲に 3つの追加の IPアドレスが必要です。PowerStoreOS 3.0では、ファイル レプ

リケーションの構成時の変更がサポートされませんが、PowerStoreOS 3.2では、既存のレプリケーション 

セッションを削除しなくても、一時停止状態でファイル移動ネットワークを削除および変更できます。ファイ

ル移動ネットワークの削除はサポートされていますが、必要となるのは、レプリケーション セッションが再度

アクティブ化されるときです。 

ファイル移動ネットワークの設定は、［設定］＞［ネットワーキング］＞［ネットワーク IP］の［ファイル

移動］タブ（図 19）にあります。初期ネットワーク構成が完了したら、ファイル移動ネットワークをアプラ

イアンスの PowerStore管理ポートにマッピングします。再構成または削除タスク（PowerStore 3.2以

降）では、アクティブなファイル移行またはレプリケーション セッションが存在していないことを確認するダイ

アログが表示されます。 
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図19. ファイル移動ネットワークの作成 

ネイティブ非同期レプリケーション 

 

このセクションでは、PowerStoreシステム間のブロックおよびファイル ストレージ リソースのレプリケーション 

セッションを作成できる、PowerStoreのネイティブ非同期レプリケーション機能について説明します。ネイ

ティブ非同期レプリケーションでサポートされているストレージ リソースは、ボリューム、ボリューム グループ、

シン クローン、NASサーバー、ファイル システムです。レプリケーション自体は、iSCSIを使用するか、最

適化された Dell独自の TCPベース レプリケーション プロトコル（PowerStoreOS 3.0以降）を

Ethernet (LAN)接続経由で使用します。このセクションの構成および管理操作は、すべて

PowerStore Managerに表示されますが、PowerStore CLI と REST APIを使用することもできま

す。以下のトピックについてはこれ以降のサブセクションで説明します。 

• ネイティブ非同期レプリケーション機能のライセンス要件 

• ネイティブの非同期レプリケーション機能の仕組み 

• 非同期レプリケーションでサポートされる構成 

• PowerStore Managerの構成と管理 

はじめに 
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非同期レプリケーションは、すべての PowerStoreシステムでサポートされ、ベース ライセンスに追加費用

なしで含まれています。 

 

レプリケーション ルールを含んだ保護ポリシー 

PowerStoreシステム間のリモート レプリケーションは、リモート システム構成に依存し、ポリシー ベースの

保護を使用します。レプリケーション ルールは、非同期レプリケーションのリモート システムとレプリケーショ

ン サイクルを定義します。保護ポリシーにより、ユーザーはレプリケーション ルール、スナップショット ルール、

またはその両方を使用してリモート保護とローカル保護を構成できます。ポリシーは、1つ以上のルールを

組み合わせて、PowerStore上のストレージ リソースの保護要件を満たします。ローカル保護ルールかリ

モート保護ルールかにかかわらず、少なくとも 1つの保護ルールが保護ポリシーに含まれている必要があり

ます。各保護ポリシーには、最大 1つのレプリケーション ルールと最大 4つのスナップショット ルールを含め

ることができます。 

レプリケーション ルールは、PowerStoreでの非同期レプリケーションのパラメーターを定義し、ソース アレ

イで設定されます。ルールが保護ポリシーに追加された時点でリモート システムと同期している場合で

も、レプリケーション ルールをリモート システムで編集することも、PowerStore Managerのレプリケーショ

ン ルールの概要で表示することもできません。ルールを作成するために必要な情報には、パートナー リ

モート システム、RPO、計画的なレプリケーション セッションのアラートしきい値が含まれます。レプリケー

ション ルールを含んだ保護ポリシーがストレージ リソースに割り当てられると、ルールで構成された RPO

を使用して、ストレージ リソースの定期的なレプリケーション用の内部イベント スケジューラーがセットアッ

プされます。 

RPO コンプライアンスの問題が発生する可能性を最小限に抑えるため、レプリケーション サイクルは

RPO値の 50%でスケジュール設定されます。たとえば、1時間の RPOは、30分ごとのレプリケーション 

イベントにつながり、1時間の RPOの目標を達成するのに十分なオーバーラップを確保できます。この例

でスケジュールされている RPO イベントは、毎時「x:00」と「x:30」です。PowerStoreは、レプリケーショ

ン スケジュールを最適化して、個々の同期イベントをシリアル化します。RPOのイベントは、ソース スト

レージ リソースに書き込まれるデータの量ではなく、構成された RPO時間に基づいています。 

各ストレージ リソースで許可されるアクティブなレプリケーション同期は、一度に 1つのみです。たとえば、

レプリケーションが一時停止されているか、以前のレプリケーションが終了していないため、イベント スケ

ジューラーが特定の時間にレプリケーションを開始できないとします。この場合、スケジュールはスキップさ

れ、レプリケーションは次に予定されているレプリケーションから処理されます。 

アラートしきい値は、継続的なレプリケーション中にターゲット RPOを達成できなかった場合にアラートを

いつトリガーするかを定義します。初期レプリケーションが完了するまでに追加の時間が必要になった場

合にトリガーされるイベントはありません。5分を超える RPOを設定したレプリケーションでコンプライアンス 

アラートが発生した場合、次のレプリケーション サイクルが正常に終了すると、コンプライアンス アラートは

クリアされます。 

次の例は、ターゲット RPOに 1時間、アラートしきい値に 0分を設定してスケジュールされたストレージ 

リソースを示しています。以下の手順と図 20を参照してください。 

1. 初期同期が 30分の RPOウィンドウ内で正常に完了し、最初のスケジュール RPO同期サイク

ルが開始されます。 

2. 2回目の定期レプリケーション サイクルの RPOスナップショットが 11:00に実行され、同期が 30

分以内に正常に終了します。レプリケートされたスナップショットは、12：00までに RPO ターゲッ

トを達成します。 

ライセンス 

動作原理 
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3. 11:30の次のレプリケーション サイクルでは、11：00 RPOスケジュールの 12:00制限に達した

後、ターゲットへのレプリケーションが完了しません（ステップ 2）。12:00スケジューラー イベント

はスキップされ、RPO コンプライアンス アラートは 12:05に発行されます。 

4. 11:30のレプリケーションが 12:10に終了すると、RPO ターゲットが 13:10まで再び達成されま

す。発生したアラートは、時間枠内に少なくとも 1つの正常なレプリケーションがないとクリアできな

いため、クリアされるまでアクティブのままになります。この例では、13:00に 12:30のレプリケーショ

ンが完了した後でアラートがクリアされます。 

 

図20. 1時間の RPOが設定された、30分間隔のレプリケーション スケジューラー イベント 

レプリケーション セッション 

レプリケーション ルールを含んだ保護ポリシーをストレージ リソースに割り当てると、レプリケーション セッションが

作成されます。レプリケーション セッションは、ソース リソースからターゲット ストレージ リソースへのスケジュール

とレプリケーションを操作します。PowerStoreでレプリケーション セッションが作成されると、同じサイズとタイプ

のストレージ リソースがターゲット システムに作成されます。PowerStoreは、そのレプリケーション セッションの

ストレージ リソースごとに個別の RPOスケジュールを作成します。レプリケーション セッションでのブロック スト

レージ リソースのスナップショットも、定期的に実行されたものか、ユーザーが手動で実行したものかにかかわら

ず、初期の同期と継続的な同期の際に時系列順にターゲットにレプリケートされます。レプリケーション セッ

ション内のファイル ストレージ ソースのスナップショットは、ターゲットにレプリケートされません。 

非同期レプリケーションの同期は、ユーザー定義の PROでトリガーされるか、ユーザーが随時手動でトリ

ガーします。非同期レプリケーションの定義となる特性は、以下のとおりです。 

• ストレージ リソースへのすべての書き込みは、ソース ストレージ リソースに保存され、ホストに

確認が送信されてから、ターゲット ストレージ リソースにレプリケートされます。変更は差分ス

ナップショット操作を使用して取得され、後でレプリケートされます。 

• ユーザーが定義した RPOは、スケジュールされた同期の最大時間間隔を定義します。 

• 同期と同期の間、新しいデータは、ソース ストレージ リソースにのみ保存されます。RPOは、

災害や障害が発生した場合に失われても構わないとユーザーが考えるデータの最大量を、

時間量で示したものです。RPOにより、同期の最小頻度が決まります。 
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• RPO間の手動レプリケーションは、スケジュールされた非同期レプリケーションと同様に動作し

ます。 

非同期レプリケーション セッションを作成すると、増分サイクルが始まる前に、ソースとターゲット ストレージ 

リソースの全同期が自動的に開始されます。新しいストレージ リソースの作成時に、レプリケーションを構

成しておくと、ユーザー データをターゲット ストレージ リソースにコピーする必要がないため、同期が迅速

化します。既存のストレージ リソースに保護ポリシーとレプリケーションを追加した場合は、ソース ストレー

ジ リソースからターゲットへの全同期が開始されます。最初の同期期間中に発生する書き込みは、ター

ゲット ストレージ リソースにコピーされず、次の同期サイクルで同期できるよう差分スナップショットに残った

ままとなります。 

初期同期が完了すると、ソース ストレージ リソースとターゲットとの共通のベースが確立されます。初期

同期化後に発生するホストの書き込み処理は、ホストで認識され、次の同期サイクルまで、データはター

ゲットにレプリケートされません。定期的なサイクルでは、新しいスナップショットが作成され、現在のスナッ

プショットと以前のスナップショットの間のすべての変更がターゲットにレプリケートされます。その後、新しい

共通のベースが確立されます。手動でトリガーした別のレプリケーションまたは RPO イベント スケジュー

ラーによる別のレプリケーションがまだ実行されている場合、レプリケーションはスキップされます。 

PowerStoreの非同期レプリケーションは、スナップショットを使用して、前述した共通ベース イメージを

維持します。次の手順と図 21は、非同期レプリケーションと手動でトリガーされるレプリケーションでスナッ

プショットがどのように使用されるかを示しています。 

1. ストレージ リソースでレプリケーション セッションが作成されると、ソース システムに読み取り専用の

内部 RPO1スナップショットが作成されます。ターゲット システムでは、同じ特性を持つストレージ 

リソースが、関連づけられたシャドー読み取り/書き込みスナップショットを使用して作成されます。 

2. データは、ソース RPO1スナップショットから新しく作成されたターゲット シャドー読み取り/書き込

みスナップショットにレプリケートされます。このレプリケーションがソースとターゲット ストレージ リソー

スの初期同期であり、全データがフル コピーされます。 

3. リモートの読み取り/書き込みシャドー スナップショットがローカル RPO1スナップショットと同期され

ると、RPO1スナップショットがターゲットでトリガーされます。ソース ストレージ リソースとターゲット 

ストレージ リソースにある RPO1スナップショットには同じ情報が含まれており、同期が開始された

時点を表します。これで、各システムのスナップショット RPO1が、このレプリケーション セッションの

共通のベースになりました。リモート ストレージ リソースが RPO1スナップショットから更新され、初

期同期が完了します。 

4. 時間経過に伴い、ホスト アプリケーションによってソース ストレージ リソースに新しいデータが書き

込まれます。 

5. 次の更新は、手動で開始するか、非同期レプリケーションを使用する RPO によって開始されま

す。更新中に、新しい RPO2スナップショットがトリガーされ、ソース ストレージ リソースの現在の

ポイント イン タイム ビューが反映されます。ターゲットの最後の更新以降に行われたすべての変

更は、ターゲットのシャドー読み取り/書き込みスナップショットにコピーされます。 

6. 増分コピーが完了すると、ターゲットに RPO2スナップショットが作成されます。このスナップショット

は新しい共通ベースを定義し、リモート ストレージ リソースはそのベースから更新されます。 

7. ソースとターゲットの RPO1スナップショットを混合した古い共通ベースは、今後のレプリケーション 

サイクルとは関係しないため、RPO1スナップショットは削除されます。RPO2スナップショットとシャ

ドー読み取り/書き込みスナップショットのみが残ります。 
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図21. 非同期レプリケーションの理論 

レプリケーション間隔（RPO設定の半分）に達するか、手動更新が開始されるたびに、共通ベース イ

メージが最新の RPOスナップショットで更新されます。 

非同期レプリケーションに使用されるスナップショットは、ユーザー スナップショットと同様に動作し、

Redirect on Writeテクノロジーに基づいています。ユーザー スナップショットとレプリケーションのスナップ

ショットには、同じテクノロジーが使用されますが、レプリケーション スナップショットには使用制限がありま

す。レプリケーション スナップショットは PowerStore REST API と PowerStore CLIで表示できます

が、リストア操作などのユーザー操作は許可されません。レプリケーション用に割り当てられたスナップショッ

トは、ユーザー スナップショットの最大値の計算には含まれません。 

PowerStoreは、次のストレージ リソースで、ネイティブの非同期レプリケーションをサポートします。 

• ボリューム 

• シン クローン 

• ボリューム グループ 

• NASサーバー 

• ファイル システム 

非同期レプリケーションは、PowerStoreのボリューム、ボリューム グループ、シン クローン、ファイル リソー

スに対して同様に動作します。PowerStore Managerでボリュームの非同期レプリケーションを構成す

ると、1つのレプリケーション セッションが作成され、ターゲット ストレージ リソースのサイズとタイプが、ソース 

ストレージ リソースのサイズとタイプと同一となります。シン クローンでレプリケーション セッションを構成する

場合、ターゲット ストレージ リソースは、シン クローンではなく通常のボリュームになります。レプリケーション

が構成されている間、ボリュームとシン クローン サイズを拡張でき、次の同期後に変更がターゲット スト

レージ リソースに反映されます。 

PowerStoreでは、ボリューム グループは、ストレージ システム内に 1つまたは複数のボリュームを含むス

トレージ リソースです。ボリューム グループは、特定のホストまたはホスト グループに割り当てられたスト

レージ リソースをまとめる際に役立ちます。ボリューム グループは、レプリケートされるときに単一のエンティ

ティとして扱われます。この動作により、ボリューム グループに含まれるボリュームの数にかかわらず、ボ

リューム グループ全体に対して単一のレプリケーション セッションが作成されます。PowerStore 

Managerでボリューム グループのレプリケーションが構成されている場合は、ターゲット ストレージ リソー

スとその内容が自動的に作成されます。ボリューム グループは非同期レプリケーション セッションの一部で
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すが、ボリューム グループ内のボリュームは拡張できます。ボリューム グループ内のボリュームに対するすべ

ての変更は、次回の同期の完了後、ターゲット イメージに反映されます。ボリューム グループでレプリケー

ションが一時停止または再開されると、レプリケーション操作がグループ全体に影響します。ボリューム グ

ループ レベルで整合性のあるレプリカを作成するには、ボリューム グループの［書き込み順序の整合

性］オプションをチェックします。 

ファイル システムおよび NASサーバーのレプリケーション セッションは、レプリケーション ルールを含む保護

ポリシーを NASサーバーに割り当てることによって作成されます。NASサーバーに適用されると、NAS

サーバーと基盤となるすべてのファイル システムがターゲット システムにレプリケートされます。レプリケーショ

ン セッションは、レプリケートされる NASサーバーに関連づけられた各ファイル システムと NASサーバー

自体に対して個々に作成されます。ファイル レプリケーションは、NASサーバー レベルでのみ適用、管

理、削除できます。個々のファイル システム レベルでレプリケーション状態を変更することはできません。

NASサーバーから作成または削除されたファイル システムには、必要に応じてレプリケーション セッション

が自動的に作成または削除されます。ファイル レプリケーションのユーザー操作と管理は NASサーバー 

レベルで処理されますが、各ファイル システムには独自のレプリケーション セッションがあります。これは、

NASサーバーとファイル システムがレプリケートされる仕組みと、ボリューム グループとそのメンバー ボリュー

ムがレプリケートされる仕組みの主な違いです。 

 

PowerStore Managerでレプリケーション セッションを作成するには、まず、基になるレプリケーション 

ルールを使用して保護ポリシーを設定します。保護ポリシーとは、PowerStore クラスター上のリソースに

割り当てられる、ローカルまたはリモートのさまざまな保護ルールの集まりです。保護ポリシーには、スケ

ジュール設定されたスナップショットに対して 0～4個のルールを含めることができます。また、リモート シス

テムで定義されているシステムへのリモート非同期レプリケーション用の単一のレプリケーション ルールも含

まれています。［保護］＞［保護ポリシー］をクリックします（図 22を参照）。 

 

図22. 保護ポリシー 

［保護ポリシー］ウィンドウが表示されたら（図 23）、新しい保護ポリシーまたはルールの作成や、既

存の保護ポリシーまたはルールの管理を行うことができます。次の例では、以前に構成されたリモート シ

ステムへのレプリケーションを含んだ保護ポリシーを作成します。［保護ポリシー］ウィンドウで、［作

成］ボタンをクリックして構成を開始します。 

 

図23. 保護ポリシー リスト 

レプリケーション ルー
ルを含んだ保護ポリ
シーの作成 



ネイティブ非同期レプリケーション  

 

28 Dell PowerStore: Replication Technologies 

保護ポリシーはストレージ リソースに割り当てられる唯一の最上位オブジェクトであるため、ポリシーの

［名前］のみの入力が必要です。リモート システム名を含んだ名前など、意味のある名前を使用してく

ださい。ウィンドウのさらに下方で、既存のレプリケーション ルールを選択するか、［レプリケーション ルー

ル］領域で［作成］をクリックして新しいルールを作成できます。 

以下の情報が必要です。各ステップは図 24に示す番号と対応しています。 

1. 保護ポリシーの名前を入力します。 

2. ［レプリケーション ルール］セクションで、［作成］をクリックして新しいレプリケーション ルールを

作成します。 

［レプリケーション ルールの作成］ウィンドウで、以下を設定します。 

3. レプリケーション ルール名 

4. ターゲット リモート システム  

5. RPO 

6. アラートの閾値  

 

図24. レプリケーション ルールの作成 

すべてのステップが完了したら、保護ポリシーを使用して、構成済みパラメーターでストレージ リソースを保

護できます。 
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保護ポリシーの割り当て 

レプリケーション セッションを確立するための最後の手順は、新規または既存のストレージ リソースに保護

ポリシーを割り当てることです。このリソースには、ボリューム、ボリューム グループ、シン クローン、NAS

サーバーが含まれます。ファイル システムに直接割り当てられた保護ポリシーは、レプリケーション ルール

（存在する場合）を実装しません。ファイル システム レプリケーションを実行するには、レプリケーション 

ルールを使用する保護ポリシーを NASサーバー レベルで適用する必要があります。以降の手順では、

ボリュームに対する保護ポリシーの割り当てを示します。ボリューム グループ、シン クローン、または NAS

サーバーに保護ポリシーを割り当てるために必要な手順はこれと同じです。これらの手順は、ストレージ リ

ソースの作成時と既存のストレージ リソースの変更時のいずれにも適用できます。 

レプリケーション セッションの作成時には、いくつかの制限が適用されます。レプリケーション セッションでは、

ソースと同じ属性を持つストレージ リソースがターゲットで作成されます。したがって、ストレージ リソースの

名前はターゲットで使用しないでください。たとえば、ボリュームという名前のボリュームのレプリケーション 

セッションは、それと同じ名前のボリュームがターゲットに存在する場合は作成できません。 

書き込み順序に整合性をもたせて構成されたボリューム グループの場合、すべてのボリュームは、ボリュー

ム グループに対して定義されている保護ポリシーを継承します。ボリュームごとに個別のポリシーを設定す

ることはできません。この場合、ボリューム グループのレプリケーション セッションは 1つだけ作成されます。

書き込み順序の整合性がないボリューム グループの場合は、各メンバーに異なる保護ポリシーを設定で

き、その結果、個別のレプリケーション セッションが作成されます。書き込み順序の整合性(WOC)が構

成されている場合にグループ全体に保護ポリシーを設定できるのは、個々のボリュームに保護ポリシーが

割り当てられていない場合に限られます。レプリケーション構成は WOCボリューム グループと非WOC

ボリューム グループで異なる可能性があるため、グループまたはメンバーが保護されている場合は、このボ

リューム グループ属性の変更にも制限があります。 

レプリケーション用のポリシーを持つ新しいストレージ リソース 

新しいストレージ リソースのレプリケーション セッションを作成するには、作成プロセスから始めます。ボ

リュームの場合は、［ストレージ］＞［ボリューム］をクリックしてプロセスを開始し、［作成］ボタンを

クリックします（図 25を参照）。 

 

図25. 最初のステップ：保護ポリシーの割り当て 

［ボリュームの作成］ウィンドウで、次の情報を入力します。以下の各番号は図 26の番号と対応して

います。 

1. 新しいボリュームの名前 

2. アプリケーションのカテゴリー 

3. アプリケーションの名前またはタイプ 
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4. 作成する新しいボリュームの数量 

5. ボリュームのサイズ 

6. 保護ポリシー 

保護ポリシーを使用して新しいボリュームを保護するには、［ボリューム保護ポリシー（オプション）］

ドロップダウン メニューをクリックします。このメニューには、ローカルで使用可能な保護ポリシーがすべて表

示されます。 

 

図26. 2番目のステップ：保護ポリシーの割り当て 

残りのステップを実行して、構成を完了します。 

保護ポリシーと基盤となるレプリケーション ルールを持つボリューム グループが作成されると、メンバーが追

加される前に、ソース システムとターゲット システムに空のボリューム グループが作成されます。これらのメ

ンバーは、手動の同期または RPOによる定期的な同期が次回実行されるまでレプリケートされません。 

既存のストレージ リソースの保護 

次の手順は、既存のボリュームへの保護ポリシーの割り当てを示しており、既存のボリューム グループ、シ

ン クローン、NASサーバーの場合と同様です。ボリュームまたはボリューム グループが一覧表示されてい

る［ストレージ リソース］ページを開き、保護ポリシーを割り当てる 1つ以上のリソースを選択します。

次に、［保護］ドロップダウン メニューをクリックして、［保護ポリシーの割り当て］をクリックします（図

27を参照）。 

 

図27. 既存のストレージ リソースへの保護ポリシーの割り当て 
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次に表示されるウィンドウで、適切な保護ポリシーを選択し、［適用］をクリックして、以前に選択したス

トレージ リソースに適用します。保護ポリシーが適用されると、最初の同期がすぐに開始されます。 

レプリケーション セッションの表示 

システム上のすべてのレプリケーション セッションは、［レプリケーション］ページで表示できます。このペー

ジを PowerStore Managerで表示するには、［保護］の下で［レプリケーション］をクリックします。

図 28は、システムで複数のレプリケーション セッションを作成した後のレプリケーション セッションの概要の

例を示しています。この例は、ボリュームとボリューム グループのレプリケーション セッションを示しています。

レプリケートされたシン クローンは、ボリュームと同様に表示されます。このページには、各セッションに関す

る情報と、次の詳細が表示されます。 

• レプリケーション セッションのステータス 

• ソース システムとソース ストレージ リソースを含むソース システム 

• ターゲット システム名とターゲット ストレージ リソースを含むターゲット システム 

• リソース タイプ 

• 保護ポリシー 

• 現在の同期が終了する ETA（推定時間）。アクティブな同期が実行されていない場合、

ETAに「- -」と表示されます。 

一度に選択できるセッションは 1つだけです。表の上の使用可能なボタンは、選択したセッションの状態

によって決まります。セッションが選択されていない場合、ボタンは使用不可になります。図 28は、ソース 

システムの［レプリケーション］ページを示しています。 

ソース リソースの［レプリケーション］ページには、次のボタンが表示されます。 

• ［レプリケーションの一時停止］：レプリケーションを一時停止します 

• ［同期］：定期 RPOサイクル間で手動によるレプリケーションを開始します 

• ［計画的なフェールオーバー］：定期メンテナンス ウィンドウ中にフェールオーバーを手動で

開始します 

 

図28. ブロック ソース リソースの［レプリケーション］ウィンドウ 

ファイル レプリケーションでは、NASサーバーのレプリケーション セッションが最上位レベルに表示されま

す。このセッションを展開するには、セッションの左側にある下矢印をクリックします。展開すると、その NAS

サーバーの基盤となるファイル システム レプリケーション セッションがすべて表示されます（図 29）。ファイ

ル システムのレプリケーション セッションは個別の管理をサポートしていないため、ファイル システムのレプリ

ケーション セッションが無効になっていることに注意してください。すべての操作は NASサーバー レベルで

実行され、基盤となるすべてのファイル システム レプリケーション セッションに適用されます。 

 



ネイティブ非同期レプリケーション  

 

32 Dell PowerStore: Replication Technologies 

 

図29. NASサーバーおよびファイル システムのレプリケーション ウィンドウ 

セッションを選択すると、ターゲット リソースの［レプリケーション］ウィンドウにさまざまなアクティブ ボタンが

表示されます（図 30）。 

• ［一時停止］：レプリケーションを一時停止します 

• ［フェールオーバー］：計画外のフェールオーバーを開始します 

• ［フェールオーバー テスト］：ブロック ストレージ リソースのフェールオーバー テストを開始し

ます。 

フェールオーバー テスト操作はファイル リソースではサポートされておらず、ターゲット システム

で NASサーバーが選択されている場合は表示されません。 

 

図30. ターゲット リソースの［レプリケーション］ウィンドウ 

［フェールオーバー］ボタンをクリックすると、フェールオーバーの前に最終的な同期が行われないことを

警告するメッセージが表示されます。最終的な同期が必要な場合は、計画的なフェールオーバーをソー

スで実行する必要があります。 

レプリケーションの状態の詳細を表示するには、個々のセッションの状態を使用して、選択したレプリケー

ション セッションを表示できます。このウィンドウにセッションの要約が表示されます（図 31を参照）。

ローカル ストレージ リソースは常に［現在のシステム］でタグ付けされます。 
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図31. レプリケーション セッションの要約 

ボリュームまたはボリューム グループのプロパティ ページでの作業中に、対応するレプリケーション セッション

を表示して制御することもできます。図 32は、ボリュームとシン クローンのいずれの場合も同様に表示さ

れる、［Volume Group］レプリケーション ページを示しています。レプリケーション情報を表示するに

は、［ストレージ リソース］ビューで［保護］タブをクリックし、その次のビューで［レプリケーション］タ

ブをクリックします（図 32を参照）。 

 

図32. ボリューム グループの詳細 ［ストレージ リソース］＞［保護］ビュー 

レプリケーション ステータスに加えて、ボリューム、ボリューム グループ、シン クローンに関するレプリケーショ

ン パフォーマンス統計もストレージ リソースの［パフォーマンス］タブ（図 33）に表示されます。次の

データが含まれます。 

• レプリケーション残存データ 

• レプリケーション帯域幅（正規化） 
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• レプリケーション転送時間 

 

図33. レプリケーション パフォーマンス ビュー 

 

必要に応じてレプリケーション セッションを調整するための操作がいくつか用意されています。一部の操作

はリソース タイプや特定の状態にあるセッションに依存するため、すべての操作を常に実行できるわけでは

ありません。また、発行元のシステムがソースかターゲットかによって、その操作の内容が異なる場合もあり

ます。一度に発行および実行できるレプリケーション操作は１つのみです。レプリケーション動作は、スト

レージ リソースの詳細を参照した後、［保護］>［レプリケーション］タブを選択するか、または［保

護］>［レプリケーション］セクションに移動することで使用できます。 

レプリケーション セッションの作成 

レプリケーション セッションは、基盤となるレプリケーション ルールを含む保護ポリシーがストレージ リソースに接

続されている場合に作成されます。詳細については、「保護ポリシーの割り当て」を参照してください。 

レプリケーション操作 
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一時停止と再開 

特定のレプリケーション セッションのリソース間のレプリケーションを停止および開始するには、［一時停

止］および［再開］機能を使用します（0および図 35を参照）。PowerStore Managerでは、一

時停止操作はソース システムまたはターゲット システムから発行されます。初回同期または増分同期の

進行中にセッションが一時停止されると、ターゲットのすべての増分変更が保持されます。レプリケーション 

セッションが一時停止されると、すべての I/Oが差分スナップショットに保持されます。セッションが再開され

ると、レプリケーションが再開され、ターゲット ストレージ リソースへの同期が一時停止された場所から続

行されます。レプリケーション セッションが一時停止されると、スケジュールされた RPO同期も一時停止

します。再開操作は、ソース システムまたはターゲット システムで発行でき、レプリケーションの方向を変

更しません。 

 

図34. レプリケーションの一時停止 

 

図35. レプリケーションの再開 

今すぐ同期 

非同期レプリケーションでは、ターゲット ストレージ リソースの更新が、定義済みの RPOに従って設定さ

れた間隔で発生します。レプリケーションが確立されており、更新が実行されていない場合は、［今すぐ

同期］操作を発行することで、ターゲット リソースを最新の変更内容に合わせて同期できます（図 36

を参照）。同期操作を選択すると、最後の更新以後に行われたデータ変更が、すべてターゲット スト

レージ リソースにコピーされます。 
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図36. 今すぐ同期 

計画的なフェールオーバー 

計画的なフェールオーバー操作では、制御されたフェールオーバー（図 37）を実行しながら、ソース ボ

リューム上の最新の確認応答済みホスト データをレプリケートできます。操作を開始するときに、次のダイ

アログでは、オプションで［フェールオーバー後の再保護］を選択することもできます。計画的なフェール

オーバーが開始されると、ボリューム間の同期が完了した後にレプリケーション セッションがフェールオーバー

します。フェールオーバー前の同期により、前回の RPO トリガー同期または手動同期以降のすべての

データが確実にレプリケートされます。計画的なフェールオーバー オプションは、レプリケーション セッションが

「正常に動作」しているとき、または同期が進行中のときに、ソース ストレージ リソースで使用できます。こ

のオプションにより、フェールオーバー操作中に短時間のデータが使用できなくなります。計画的なフェール

オーバー操作を発行する前に、最初に手動同期を発行することをお勧めします。このアクションにより、計

画的なフェールオーバーを使用する際にコピーするデータの量が削減されます。計画的なフェールオーバー

を実行する前に、ソース ボリュームへの I/Oを停止します。計画的なフェールオーバーが完了すると、ター

ゲット ストレージ リソースを本番 I/Oに使用できるようになり、元のソースでは読み取り/書き込み I/Oが

許可されなくなります。ホスト アクセスがターゲット リソースで構成されている場合は、ホストからこのデータ

にアクセスできるようになります。フェールオーバーの開始時に［フェールオーバー後の再保護］を選択し

なかった場合、レプリケーションはどちらの方向にも再開されません。 

 

図37. 計画的なフェールオーバー 

計画外のフェイルオーバー 

計画外のフェールオーバー オプションは、レプリケーション セッションのターゲットでのみ使用できます。この

フェールオーバー タイプは、事前に同期を行わずに、ターゲットに存在する使用可能な最新の共通ベース 

イメージにフェールオーバーします。計画外のフェールオーバーが発生すると、本番システムに障害が発生

したとみなされ、ターゲット イメージの読み取り/書き込みが可能になります。レプリケーション セッションの

ターゲット リソースで［フェールオーバー］を選択すると（図 38を参照）、ソースで管理コマンドを受
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信できる場合、元のソースから読み取り/書き込みアクセスが削除されます。また、レプリケーション セッショ

ンも一時停止しますが、レプリケーションの方向は自動的には切り替わりません。ユーザーが別のレプリ

ケーション オペレーションを発行するまで、レプリケーション セッションはこの状態のままとなります。この状態

で元のターゲット リソースに I/Oが発生した場合は、ソースが使用可能になったときに、元のソースにデー

タをレプリケートして戻す必要があります。ファイル リソースについては、ソース システムと本番 NASサー

バーがまだオンラインの場合、ターゲット リソースでフェールオーバーはサポートされません。ソースがまだ機

能している場合は、ソースから計画的なフェールオーバーを発行します。 

PowerStoreでは、災害発生時やレプリケーションの状態が一時停止、フェールオーバー中、または

フェールオーバー済みのときでも、計画外のフェールオーバー操作を開始できます。セッションがこれらの状

態にある間にソース システムで行われた変更は、ターゲットにレプリケートされない場合があります。最終

的な同期は実行されないため、計画外のフェールオーバーによって、データの不整合やデータ ロスが発生

する可能性があります。計画外のフェールオーバー操作は、ソース システムが使用不可になった場合にし

か開始しないでください。可能な限り、計画的なフェールオーバーを使用してください（「計画的なフェー

ルオーバー」を参照）。 

 

図38. 計画外のフェイルオーバー 

再保護 

［計画的なフェールオーバー］または［フェールオーバー］オプションを使用すると、新しいソース システ

ムで［再保護］オプション（図 39）が使用可能になります。このオプションは、再保護操作を使用した

計画的なフェールオーバーが開始された後にもトリガーされます。再保護操作により、レプリケーション セッ

ションが開始され、元のソース システムとの同期が開始されます。ターゲットで計画外のフェールオーバー

が発生した場合、変更が同期されない可能性があるため、再保護操作を開始する前に、リモート シス

テムでスナップショットを作成しておくことをお勧めします。 

 

図39. 再保護 
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レプリケーションで使用する保護ポリシーの割り当て解除 

レプリケートされたストレージ リソースから保護ポリシーを分離するか、レプリケーション ルールを保護ポリ

シーから削除することにより、ソース システムでレプリケーションセッションを削除できます。図 40は、［保

護ポリシーの割り当て解除］オプションを示しています。構成上の問題がなく、ソース システムで割り当

て解除操作が発行されると、レプリケーション セッションがソース システムとターゲット システムから削除さ

れます。レプリケーション セッションを削除しても、ターゲット ストレージ リソースは自動的には削除されま

せん。 

 

図40. 保護ポリシーの割り当て解除 

フェールオーバー テスト 

この機能は、DR機能のテストを可能にするもので、ボリューム、ボリューム グループ、シン クローンでのみ

サポートされます。Dell PowerStoreは、本番がプライマリー システム（図 41）上で実行されている間

に、DRサイトへの読み書きアクセスを可能にするフェールオーバー テストを提供します。 

 

図41. アクティブなフェールオーバー テスト 

レプリケーションの宛先（図 42 ）上でのみ、レプリケーション セッションに参加している各ストレージ リ

ソースに対して、フェールオーバー テストを開始することができます。 
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図42. フェールオーバー テストの開始 

フェールオーバー テストを開始するには、［フェールオーバー テストの開始］を選択した後、DRテスト

のデータ ソースとして使用するスナップショットを選択する必要があります。DRテスト（図 43）の宛先の

システム上で最後の正常な同期 RPO スナップショット、またはその他の既存の手動またはスケジュール

されたスナップショットのいずれかを選択できます。 

 

図43. フェールオーバー テスト用の宛先リソースの選択 

フェールオーバー テストが開始されるとすぐに、マップされたホストのストレージ リソースが読み取り/書き込

みに変更されます。フェールオーバー テストがアクティブ化されている間、テスト データの書き込みはマップ

されたボリュームに格納され、レプリケーションは読み取り/書き込みスナップショットを使用してバックグラウ

ンドで継続します。レプリケーション ソースからのすべてのアップデートは基準値化されており、レプリケー

ション スナップショットに保存されています。PowerStoreには、DRテストの期間に制限はありません。 

次のセクションでは、DR フェールオーバー テストを停止するためのオプションについて説明します。 

• DRテストの停止、テスト中の変更の破棄、および最後にレプリケートされたデータによる DR

ボリュームの更新 

• DRテストの停止、変更されたデータのスナップショットの作成、および最後にレプリケートされ

たデータを使用した DRボリュームの更新 

• DRボリュームへのフェールオーバーとテスト データを使用した本番稼働の続行 
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フェールオーバー テストを停止すると、DRホストに対するアクセスは読み取り専用に戻ります。

PowerStore Managerは、最後に正常に同期されたスナップショットデータ（図 44）を使用して DR

ホスト ボリュームが更新される前に、後で使用するために、テスト データをスナップショットに保持するため

のオプションのステップを提供します。テスト データのスナップショットは、後でテスト データを使用または分

析する場合に便利です。それ以外の場合、DRホスト ボリュームは、最後に正常に同期されたスナップ

ショット データで直ちに更新されます。 

 

図44. フェールオーバー テストの停止 

フェールオーバー テストの実行中に実際の DRの問題が発生した場合は、ソースからの宛先ボリュームの

更新が不要になり、テスト データは DR本番に使用されます。このシナリオでは、オペレーターは次のダイ

アログ（図 45）を確認する必要があります。 
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図45. ［テスト データへのフェールオーバー］ダイアログ 

ターゲット NASサーバーのクローニング 

PowerStoreは、ターゲット NASサーバーのクローニングをサポートしています。この機能は、継続的なレ

プリケーション セッションまたは本番 NASサーバーに影響を与えることなく DRテストを実行できるように

設計されています。これにより、お客様は、アプリケーションをオンラインにして、ターゲット システム上にホス

トされている共有に書き込むことができます。 

ターゲット システムで、ターゲット NASサーバーを選択し、［その他のアクション］＞［クローン］をク

リックします。新しい名前を入力したら、クローニングされた NASサーバーで作成するファイル システムを

選択します。選択したファイル システム上に存在するすべての共有もクローニングされます。すべての情報

を入力したら、［作成］をクリックします。 
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図46. ターゲット NASサーバーの IPアドレスの変更 

クローニングされた NASサーバーは、本番 NASサーバーと競合しないように、ファイル インターフェイスな

しで作成されます。クローニングされたファイル システムにアクセスするには、NASサーバーの［ネットワー

ク］ページで、クローニングされた NASサーバーに新しいファイル インターフェイスを追加する必要があり

ます。クローニングされた NASサーバーはドメインに自動的に参加するわけではありません。クローニング

された NASサーバーがドメインに参加している必要がある場合は、参加操作の前に一意の名前を指定

する必要があります。クローニング後、新しい NASサーバーはスタンドアロン リソースとなり、親 DR NAS

サーバーから独立して機能します。NASサーバーのクローニング操作は DRテストに限定されておらず、

ソース NASサーバーまたはレプリケートされていない NASサーバーでもサポートされます。詳細について

は、ホワイト ペーパー『Dell PowerStore：スナップショットとシン クローン』を参照してください。 

ターゲットの変更 

NASサーバーをレプリケートする場合、ターゲット NASサーバーには、ソース NASサーバーとは異なる

構成設定が必要になることがあります。PowerStoreでは、フェールオーバー前にターゲット NASサー

バーを変更し、これらの構成を変更する機能がサポートされています。これにより、フェールオーバーを発

生させる必要がある場合に、ターゲット NASサーバーが本番インスタンスにプロモートされても完全に機

能するようになります。ターゲットで次の NASサーバー構成オプションを変更できます。 

• ファイル インターフェイス 

• DNS、NIS、および LDAPの設定 

• ウイルス チェックの構成 

• イベント パブリッシングの設定 



 ネイティブ非同期レプリケーション 

 

43 Dell PowerStore: Replication Technologies 

ターゲット NASサーバーを変更するには、ターゲット PowerStoreシステムの［NAS サーバー］ページ

に移動し、NASサーバーをクリックします。この NASサーバーの設定を直接変更します。たとえば、ター

ゲット NASサーバーで別の IPアドレスをサポートするには、［ネットワーク ］ージでインターフェイスを選

択して［変更］をクリックします。次に、［オーバーライド］を選択し、新しいターゲット IPアドレスを入

力します。 

 

図47. ターゲット NASサーバーの IPアドレスの変更 

 

PowerStoreのネイティブ非同期レプリケーション機能を使用すると、サポートされているストレージ リソー

スをシステム間でリモートにレプリケートできます。サポートされるシステム構成は次のとおりです。 

表4. 非同期レプリケーションでサポートされるシステム構成 

Source ターゲット ブロック File 

PowerStore T モデル  PowerStore T モデル ✓ ✓ 

PowerStore T モデル PowerStore X モデル ✓  

PowerStore X モデル PowerStore T モデル ✓  

PowerStore X モデル PowerStore X モデル ✓  

 

このセクションでは、非同期レプリケーション用にサポートされる構成の概要について説明します。非同期

レプリケーションでサポートされているシステムの詳細については、付録 A：プラットフォーム間のレプリケー

ション サポートを参照してください。。 

ネイティブ非同期レプリケーション機能は、さまざまなトポロジーでサポートされています。導入モデルは、

構成要件によって異なります。システム レベルでは、次の構成がサポートされています。 

1. 一方向：単一のターゲット システムにレプリケートする単一のソース システム 

サポートされるレプリ
ケーション構成 
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2. 双方向：各システムがピアの本番リソースのレプリケーション先として機能する 2つのシステムのト

ポロジー 

3. 1対多：単一のシステムが複数のリソースをレプリケートし、それぞれが異なるリモート システムに

レプリケートされるシステム トポロジー 

4. 多対多：複数のシステムがそれぞれのリソースを単一のシステムにレプリケートするシステム トポロ

ジー 

図 48は、サポートされているこれらのトポロジーを示しています。この図では、ストレージ リソースを表すた

めにボリュームを使用しています。非同期レプリケーションを使用すると、組織のニーズに合わせて、幅広

い種類の導入モデルを選択できます。 

 

図48. システムレベルの非同期レプリケーション トポロジー 

双方向レプリケーション トポロジーは通常、本番 I/Oを複数のシステムや場所に分散する必要がある場

合に使用されます。1つのデータセンター内に両システムを設けることもできますし、リモートの別々の拠点

に分けることもできます。このレプリケーション トポロジーでは、各システムの本番 I/Oがピア システムにレ

プリケートされます。システム停止時には、このシステムの 1つをプライマリーの本番システムにすることで、

そのシステムにすべての本番 I/Oを送信できます。システム停止が解決されてから、レプリケーション構成

を元の構成に戻すこともできます。このレプリケーション トポロジーでは、両方のシステムが本番 I/Oによっ

て常に使用されます。 

1対多のレプリケーション トポロジーは、本番環境が 1つのシステム上に存在し、複数のリモート システ

ムにレプリケートする必要がある場合に導入されます。このレプリケーション トポロジーを使用すると、本番

システムからリモート サイトにデータをレプリケートし、リモート チームがローカル データにアクセスできるよう

になります。レプリケーション先のリモート サイトでは、シン クローンを使用してローカルの組織やテスト チー

ムにホスト アクセスを提供できます。 

多対 1のレプリケーション トポロジーは、複数の本番システムが存在し、そのデータを 1つのシステムにレ

プリケートして統合する場合に導入されます。このトポロジーは、複数存在する本番データ サイトから 1

つの DRデータ センターにデータをレプリケートする場合に便利です。複数のリモート オフィス/ブランチ オ

フィス（ROBO）拠点がある場合などがこの構成の例となります。 
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図 48は、1対多、多対 1のレプリケーション トポロジー例として、一方向のレプリケーションの図を示して

います。一方向のレプリケーションは、1対多、多対 1のレプリケーション トポロジーを構成するための要

件とはなりません。個々のレプリケーション接続は、システム間の双方向レプリケーションに使用できます。

この機能により、図に示されているものよりも多くのレプリケーション オプションが可能になります。 

 

PowerStoreOSをアップグレードするときは、レプリケーション セッションが一時停止され、ステータス

［NDUのために一時停止］が表示されます（図 49を参照）。アップグレードが正常に完了すると、

レプリケーションが再開されます。 

 

図49. 無停止アップグレード(NDU)のために一時停止中のセッション ステータス 

Metroボリューム 

 

この機能を使用すると、同期レプリケートされたアクティブ/アクティブ ブロック ボリュームを、

PowerStoreOS 3.0以降を実行している 2つの PowerStore クラスターにまたがらせることができます。

詳細については、ホワイト ペーパー『Dell PowerStore：Metroボリューム』を参照してください。 

 

Metroボリューム構成は、サポートされている PowerStoreクラスターに追加コストなしで含まれています。 

vVolベースの VMの非同期レプリケーション 

 

PowerStoreOS 3.0以降では、vVolベースの VMの VASA 3.0ネイティブ ストレージベース非同期レ

プリケーションがサポートされています。この機能は VMwareストレージ ポリシーを使用し、両方のサイト

で VMware Site Recovery Manager インスタンスを必要とします。次のセクションでは、

PowerStoreOSで vVolレプリケーションを実装する方法について簡単に概要を説明します。VMware 

Site Recovery Managerの詳細については、ホワイト ペーパー『PowerStore：VMware Site 

Recovery Managerのベスト プラクティス』を参照してください。 

 

vVolベース VMの非同期レプリケーション機能は、サポート対象 PowerStore クラスターに追加コスト

なしで含まれています。 

アップグレード 

はじめに 

ライセンス 

はじめに 

ライセンス 
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前のセクションで説明したように、vVolベースの VMの非同期レプリケーションの構成には、

PowerStoreOS 3.0以降を実行している 2つの PowerStore クラスター用に構成されたリモート シス

テム ペアが必要です。VASA 3.0 APIは、PowerStore クラスターと関連する vCenter との間で情報を

交換するために使用されるため、vVolレプリケーション用の各 PowerStore クラスターは、ストレージ プロ

バイダーとして vCenterに登録されている必要があります。 

vCenterの VMに割り当てることができる VMwareストレージ ポリシーは、他の PowerStore非同期

レプリケーション セッションで使用されるのと同じレプリケーション ルールを PowerStore Managerで利用

します。vVolベースの VMの非同期レプリケーションでは、ネイティブ ブロック レプリケーションと同じスナッ

プショット ベースの非同期レプリケーション テクノロジーも使用されます。これについては、「ネイティブ非同

期レプリケーション」で説明されています。 

PowerStoreレプリケーションを使用する VMwareストレージ ポリシーが vVolベースの VMに割り当て

られると、同じリソース グループ内の vVol リソースに対するレプリケーション セッションが PowerStoreで

作成されます。VMに対して VMwareストレージ ポリシーが構成されている場合は、VMware リソース 

グループを選択できます。VMware SRMは、これらの VMware リソース グループを使用して、レプリケー

ション グループ内の保護された VMを管理します。SRM リカバリー プランは、テスト フェールオーバー、

フェールオーバー、再保護中にレプリケーション グループ内の vVolの PowerStoreレプリケーション セッ

ションを制御します。VMに VMwareストレージ ポリシーが割り当てられ、SRMの保護計画を含んだレ

プリケーション グループにリソース グループが加わった後、ターゲット vCenter と PowerStore上にプレー

スホルダーVMが作成されます。プレースホルダーVMのストレージ コンテナは、SRMのサイト ペア構成

の一部です。 

サポートされるレプリケーション フロー 

PowerStoreでリソース グループをレプリケートする場合は、ソースとターゲットの vVolストレージ コンテナ

をさまざまに組み合わせることが可能です。 

1. 単一のストレージ コンテナに属する 1つ以上のリソース グループから、別の PowerStore クラス

ター上の単一のストレージ コンテナへ 

2. 単一のストレージ コンテナ上の 1つ以上のリソース グループから、複数の異なる PowerStore ク

ラスター上の複数の異なるストレージ コンテナへ 

3. 複数の異なる PowerStore クラスター上のストレージ コンテナに属するリソース グループから、単

一のストレージ コンテナへ 

4. さまざまな方向の複数のレプリケーション 

5. 上記のすべての組み合わせ 

 

動作原理 
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図50. サポートされるレプリケーション フロー 

 

保護された VMに対する主要な操作は、VMware SRMでのみ選択できます。このセクションでは、

PowerStore Managerおよび VMware Site Recovery Managerで選択可能な操作の概要につい

て説明します。 

PowerStore Managerでの vVol レプリケーション操作 

PowerStore Managerでレプリケーション セッションの操作を実行すると、常に同じリソース グループ内

のすべての vVolに影響します。リソース グループの構成は、vCenterで VMware保護ポリシーを割り

当てるときに VMの保護中に行われます。 

Synchronize 

同期操作を使用すると、レプリケーション セッションの対象となるレプリケーション グループ内のすべての

vVolに対して手動同期が実行されます。 

一時停止 

この操作は、現在の状態にあるレプリケーション グループ内のすべての vVolのレプリケーション セッション

を一時停止します。vVolレプリケーション セッションを一時停止すると、スケジュール設定された RPOレ

プリケーションは無効になります。 

再開 

再開操作では、一時停止したレプリケーションがそのまま再開され、RPOベースのレプリケーションのスケ

ジュールが有効になります。 

 

vVolレプリケーション機能の詳細については、ホワイト ペーパー『Dell PowerStore：VMware Site 

Recovery Managerのベスト プラクティス』を参照してください。 

 

 

レプリケーション  

オペレーション 

関連資料 
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システム制限 

 

最新のシステム制限については、dell.com/powerstoredocs に掲載されているシンプル サポート マト

リックスを参照してください。 

PowerStore との統合 

 

PowerStoreは、metro ノード、VPLEX、RecoverPoint for Virtual Machines、Dell AppSyncな

どの他の Dellデータ保護製品に統合できます。4つの製品はすべて、重要なアプリケーションの異なるレ

イヤーに対応しています。metro ノードと VPLEXは、移行シナリオにも使用できる、ブロック ストレージ

用の透過的なパス内データ保護ソリューションを提供します。RecoverPoint for Virtual Machinesは

仮想マシンを保護し、AppSyncはアプリケーション レイヤーで保護を構築するのに役立ちます。以降の

セクションでは、さまざまなデータ保護製品について簡単に説明します。 

 

物理 PowerStoreシステムでのネイティブ レプリケーション オプションに加えて、RecoverPoint for 

Virtual Machines もサポートされています。このオプションは、ディザスター リカバリーとデータ ロス防止の

ために使用され、不測の事態に起因するサイトの停止から組織を保護します。また、破損や人為的エ

ラーによるデータ ロスも防ぎます。RecoverPoint for Virtual Machinesは、データ移行ソリューションを

支援し、データ センターとサポートされるシステム間でデータを移動できるようにします。この製品には

DVRに類似したロールバック機能が備わっています。この機能を使用すると、任意の時点へのデータ リカ

バリーが可能です。VMは同じ PowerStore内でローカルにレプリケートされるか、リモート システムにレプ

リケートされます。レプリケーション ソリューションは、ローカルおよびリモート サイトでレプリケートされたデー

タの整合性を確保できます。PowerStoreで RecoverPoint for Virtual Machines を使用しても、パ

フォーマンスは低下しません。 

システム制限 

相互運用性 

RecoverPoint for 

Virtual Machines 

https://dell.com/powerstoredocs
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図51. RecoverPoint for Virtual Machines 

RecoverPoint特有の概念や管理方法など、RecoverPointの詳細については、Dellサポートの

『RecoverPoint管理者ガイド』を参照してください。 

 

Dell AppSyncは、本番データのアプリケーション コンシステントなコピーを生成して使用するプロセスを、

合理化、オーケストレーション、自動化します。Dellストレージおよびレプリケーション テクノロジーの抽象

化と、AppSyncの深いアプリケーション統合によって、アプリケーション所有者が、データ リパーパス、オペ

レーション リカバリー、ディザスター リカバリーに関連したコピー ニーズを、1つのユーザー インターフェイスで

満たせるよう支援します。この製品により、Dellストレージ ポートフォリオ全体で統合コピー データ管理

(iCDM)とレプリケーション テクノロジーを使用して、データベースとアプリケーションの保護、レプリケーショ

ン、およびリパーパスを管理できます。AppSyncは、Oracle、Microsoft SQL Server、Microsoft 

Exchange、VMwareデータストア、その他のファイル システムをサポートしています。特定の環境でサ

ポートされている機能については、Dell AppSyncシンプル サポート マトリックスを参照してください。 

AppSyncは、PowerStore と組み合わせることで、ローカルおよびリモートの保護を設定し、ジョブをリ

パーパスするための直感的なワークフローを提供します。これにより、アプリケーションの検出とストレージの

マッピング、コピーの作成、ターゲットへのコピーのマウントまたはリカバリーを含む、あらゆるステップのエンド

ツーエンドのオートメーションが実現します。AppSyncは、PowerStore Tモデルと Xモデルの両方、お

よびそのスナップショット テクノロジーとシン クローン テクノロジーをサポートしています。AppSyncでは、リ

モート コピーを作成する必要がある場合に、PowerStoreのネイティブ非同期レプリケーション機能が使

用されます。現時点では、AppSyncは、PowerStore ファイル ストレージ、VMware vSphere Virtual 

Volumes (vVols)、Dell metro ノードまたは VPLEX との統合をサポートしていません。追加のサポート

情報については、Dell AppSyncシンプル サポート マトリックスを参照してください。 

AppSync 

https://www.dell.com/support
https://www.dell.com/support
https://elabnavigator.dell.com/vault/pdf/EMC_AppSync.pdf
https://elabnavigator.dell.com/vault/pdf/EMC_AppSync.pdf
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図52. Dell AppSync 

 

metro ノードは、PowerStore用のハードウェア/ソフトウェア アドオン機能であり、アクティブ/アクティブ同

期レプリケーションを可能にするとともに、標準のローカル ユース ケースに対応します。また、潜在的なア

レイ障害からデータを保護するためのローカル ミラー機能を備えたローカル ソリューションも提供する。どち

らのユース ケースにおいても、ダウンタイム ゼロの真の継続的な可用性を実現するソリューションがもたら

される。 

PowerStoreは、SCSI応答データに基づく ALUAアレイとしてメトロ ノードから認識されるため、4アク

ティブ 4パッシブ パス接続ルールに従う必要がある。このルールでは、メトロ ノードの両方のノードに、アレ

イからプロビジョニングされたすべてのボリュームへの 4つのアクティブ パスと 4つのパッシブ パスが必要であ

ることが規定されている。metro ノードの詳細については、Dellサポートにアクセスして、ホワイト ペーパー

『Dell metro ノードのベスト プラクティス』を参照してください。 

  

メトロ ノード 

https://www.dell.com/support
https://www.dell.com/support
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まとめ 

このホワイト ペーパーでは、PowerStoreで提供されるさまざまなネイティブ レプリケーション ソリューション

について説明しました。データ保護ソリューションを構成すると、データ消失やサイト全体の停止といった不

測の事態に対して、保護対策を施すことができます。PowerStoreは、ダウンタイムに関連するコストを

最小限に抑え、災害時のリカバリーを容易にするリモート データ保護ソリューションを提供します。非同期

レプリケーション ソリューションを使用して、アプリケーションと組織のニーズを満たすデータ保護を構成でき

ます。 

ネイティブ非同期レプリケーションは、他のリモート PowerStoreシステムにストレージ リソースをリモートで

レプリケートするデータ保護ソリューションです。非同期レプリケーションは、PowerStoreのスナップショット 

テクノロジーを使用し、災害時に活用できる、整合性のとれたポイント イン タイム レプリカを提供します。

非同期レプリケーションを使用すると、データがシステムに到着しても、すぐにはレプリケートされないため、

ホスト I/Oに影響を与えません。非同期レプリケーションでは、カスタマイズ可能な RPOが使用される結

果、変更分の定期的レプリケーションが自動実行されます。遠隔地にデータをレプリケートする必要があ

る場合は、組織のニーズに合わせて非同期レプリケーションを利用できます。 

PowerStoreは、ネイティブの Metroボリュームを使用するか、metro ノード ソリューションと組み合わせ

て同期レプリケーションを提供します。ネイティブ Metroボリュームは、2つの PowerStore クラスターにま

たがり、vSphere Metroストレージ クラスター構成でサポートされています。マップされたホストの場合、

Metroボリュームは、データ センター リソースの高可用性とロード バランシングを実現するため、完全にア

クティブ/アクティブなワークロードを提供します。 

RecoverPoint for Virtual Machinesのサポートにより、PowerStoreは拡張されたレプリケーション機

能を使用できます。PowerStoreで実行されている仮想マシンは、サポートされている別のシステムに

ローカルまたはリモートでレプリケートできます。ポイント イン タイム データのリカバリーなど、RecoverPoint

の機能を使用して、さまざまな災害シナリオから PowerStore を保護できます。 
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付録 A：プラットフォーム間のレプリケーション サポート 

表 5は、複数の Dellストレージ プラットフォームにわたる非同期レプリケーション サポートの概要を示して

います。 

表5. 非同期レプリケーションのサポート 

Source 宛先 非
同
期
ブ
ロ
ッ
ク

 

非
同
期
フ
ァ
イ
ル

1
 

非
同
期

v
V

o
l1

,2
 

R
e

c
o

v
e

rP
o

in
t 

fo
r 

V
M

s
 

PowerStore T モデル PowerStore T モデル ✓ ✓ ✓ ✓ 

PowerStore X モデル PowerStore X モデル 
✓ X ✓ ✓ 

PowerStore T または X モデル PowerStore T または X モデル ✓ X ✓ ✓ 

PowerStore T または X モデル Dell Unity X X X ✓ 

Dell Unity PowerStore T または X モデル X X X ✓ 

(1) PowerStore T モデルには PowerStoreOS 3.0以降が必要 

(2) PowerStore X モデルには PowerStoreOS 3.2以降が必要 

 

表 6に、複数の Dellストレージ プラットフォームにまたがるブロック ストレージ リソースの同期レプリケー

ション サポートを示します。 

表6. ブロック ストレージ リソースの非同期レプリケーション サポート 

Source 宛先 M
e

tr
o

 

ボ
リ
ュ
ー
ム

1
 

D
e
ll

 m
e

tr
o

 

ノ
ー
ド

 

PowerStore T モデル PowerStore T モデル ✓ ✓ 

PowerStore X モデル PowerStore X モデル X ✓ 

PowerStore T または X モデル PowerStore T または X モデル X ✓ 

PowerStore T または X モデル Dell Unity X ✓ 

Dell Unity PowerStore T または X モデル X ✓ 

(1) vSphere Metro ストレージ クラスター構成で、PowerStoreOS 3.0以降  
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付録 B：テクニカル サポートおよびリソース 

［デル・テクノロジーズ情報ハブ］＞［ストレージ］サイトでは、お客様の Dellストレージ プラットフォー

ムでの成功を確実に実現するための専門知識を提供します。 

PowerStoreデータ保護に関連するホワイト ペーパー： 

• Dell PowerStore：Metroボリューム 

• Dell PowerStore：VMware Site Recovery Managerのベスト プラクティス 

• Dell PowerStore：スナップショットとシン クローン 

Dell.com/powerstoredocsには、Dell PowerStoreシステムをインストール、構成、管理する方法に

関する詳細なドキュメントが用意されています。 

 

https://infohub.delltechnologies.com/
https://infohub.delltechnologies.com/t/storage/
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